
Ⅱ編 根管充填のMethod

側方加圧根管充填法に必要な器具・器材は，メイン
ポイントやアクセサリーポイントとしてのガッタパー
チャポイント，そしてスプレッダーである．本充填法
では，複数本のガッタパーチャポイントを口腔内へ輸
送して使用していくため，根管充填用ピンセットを用
いると操作性の向上につながる（図1）．さらに，良
好な充填状態を得るためには，メインポイントとアク
セサリーポイントの形状やスプレッダーの選択が重要
になる．そのほか，根管充填用シーラー，ガッタパー
チャの切断に用いるヒートキャリア，切断面を平坦化
するプラガーが必要となる．

1 器材選択

1. メインポイント
メインポイントとしてのガッタパーチャポイント

は，ISO規格と規格化されていないものではどちらの
ほうがよいのかについて，明確な根拠はないとの報告
もある 1）．筆者らはISO規格の02テーパーのガッタ
パーチャポイントを選択している（図2）．理由とし
ては，04や06のような大きいテーパーのメインポイ
ントを選択すると，初回のスプレッダー挿入時に根尖
部付近まで挿入することが困難となり，加圧不足に
なってしまうからである 2）（図3，4）．
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側方加圧根管充填法は，学生時代からよく見慣れた充填法であり，日常的に行っている術

式の一つであると思われる．研究的には，他の充填法と比較検討するための「ゴールドスタ

ンダード」として用いられている．本充填法は，コアマテリアルとなるガッタパーチャポイ

ントを“solid core”の状態で充填を行っていく方法に分類される．術式としては，根管形成を

した終末部分に適合するメインポイントを根管内に挿入し，テーパー状のスプレッダーを用

いてアクセサリーポイントを側方方向に加圧しながら充填を行っていく方法である．

CHAPTER

側方加圧根管充填法
1

適応となる根管スプレッダーが根尖部付近まで容易に挿入できるような根
管があげられる．具体的には，比較的直線傾向のある根管
（Case 1参照）や曲率半径の大きな（緩やかな）湾曲根管
があげられ，日常臨床において適応範囲は広い

適応ではない根管根尖部付近までスプレッダーの挿入が困難な根管と解剖学
的に特殊な根管があげられる．根尖部付近までスプレッダー
の挿入が困難な根管としては，湾曲傾向が強い根管や，長
い根管があげられる．また，解剖学的に特殊な根管としては，
樋状根や内部吸収のような形態があげられる．いずれの根
管においても，加圧の面で不十分になる可能性が高い

Clinical Pointアクセサリーポイントとスプレッダーの関係性が重要となる

図1　根管充填用ピンセット　 歯科用ピンセット（a）と根管充填用ピンセット（b：根管充填ピンセット，YDM）では先端の形状が

異なる．根管充填用ピンセットの先端には溝が付与されており，ポイント状のものが掴みやすい

図2　ISO規格の02テーパーのガッタパーチャポイ
ント

　 ポイントの先端径はカラーコードによって表示
されている．先端径は，#10～#25において±0.05 
mm，#30～#140において±0.07 mmまでの誤
差が製品としての許容範囲とされている

図3　さまざまなテーパーのガッタパーチャポイント
　 NiTiロータリーファイルの普及により，ファイル
と同様のサイズのテーパーの大きな04，06テー
パーのポイントも市販されている（左より02テー
パー，04テーパー，06テーパー）．術者による使
い分けが可能

a

b
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CHAPTER根管充填法の選択 2

このように，多くの根管充填法が臨床応用可能であ
り，どの方法をどのような症例に適応すべきか，もし
くはメインの充填方法をどれにすべきかは悩むところ
である．実際の臨床では，症例によって充填法を検討
すべきと考えているが，メインの方法についてはでき
る限りメインポイントの試適を行う方法を採用したほ
うが望ましい．その理由は，メインポイントの試適を
行うことにより，根管充填後の状態がおおよそ予測で
きるからである（残念ながらシーラーの溢出は予測で
きない場合もある）．すなわち，試適を行わない充填
方法では，どこまで充填されたのかが術後のデンタル
X線写真でしかわからず，充填操作の際に不安となる．

2. 症例に応じた充填法の選択
筆者らは，症例によりどのように充填法を採用すべ

きかを以下のように分類し，選択している（図13）．
まず，根尖最狭窄部が存在し，根管の解剖学的形態が
単純な根管形態（直線的で，円形または楕円形の根管）
の場合と，複雑な根管形態（湾曲根管や樋状根，さら
に内部吸収症例）の場合に分ける．また，根未完成歯
や外部吸収・器具操作により根尖が破壊されている症
例で，根尖最狭窄部が存在しない場合，穿孔を伴って
いる場合は，通常の根管充填ができないので，これら
に対応した充填法を選択する．そして，再治療が可能
な方法であるかについても考慮すべきである．

（1）単純な根管形態の場合抜髄根管症例や再根管治療症例に関わらず，単根で
も複根でも，湾曲があまりなく，根尖最狭窄部が存在
する場合は，メインとする方法で対応すべきである．
すなわち，Solid Core Techniqueでも，Softened Core 

Techniqueでもメインポイントの試適を行う方法であ
ればどれでも構わない（Case 1）．例えば，側方加圧
根管充填，Hydraulic Condensation Technique，CWCT，
MicroSeal Techniqueなど，慣れた方法で行えば問題な
い．

簡単な充填方法
Hydraulic Condensation Techniqueを第一選択

メインとする方法メインポイントの試適を行える方法が望しい

MTAセメントにて穿孔部も含めて充填

アペキシフィケーションもしくは RET

MTAセメントによる根尖部封鎖（アピカルプラグ）

存在する

根未完成歯

外部吸収や器具操作により根尖が破壊されている場合

内部吸収症例で，穿孔を伴っている場合

単純な根管形態
直線的で，円形または楕円形の根管

複雑な根管形態
湾曲根管や樋状根，内部吸収症例

存在しない

根尖最狭窄部

図13　症例に応じた充填法の選択のためのフローチャート

単純な根管形態での根管充填症例

CASE 1

1-1 │７の再治療症例．根管は直線根管で，湾曲はない

1-2　最初の側方加圧根管充填では，近心根がオーバーフィリングになっている

1-3　レングスコントロールのため，充填材を一度引き抜き，メインポイントの試適を再度行う

1-4　再度，フィンガースプレッダーを使用して側方加圧根管充填

1-5　術後では，オーバーフィリングになっていない
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歯内療法の目
的は「根尖性

歯周炎の予防
と治療」で

あり，それを達
成するための

根管治療の原
理原則が「無

菌的処置」「根
管内細菌の減

少または除去
」「根管系の

封鎖」である
．根管充填は

「根管系の封
鎖」にあたり

，

1 根管治療にお
ける根管充填の

位置づけ

根管治療の一
角を担ってい

る（図1）．しかしS
abeti

ら 1）は，根管
充填が根尖性

歯周炎の治癒
に与える影響

を調べたとこ
ろ，根管充填

を行った群と
行わなかった

群で統計学的
有意差は認め

られなかった
と報告してい

る．これは，
根尖性歯周炎

の治癒には根
管内の細菌が

関係しており
，無菌的処置

にて根管内細
菌の減少また

は除去を図る
ことが最も重

要とされてい
る．つまり，

根管治療によ
り根尖性歯周

炎が治癒する
か否かは，根

管充填とは関
係なく決まる

可能性があり
，根管治療全

体のなかで根
管充填の重要

度はそれほど
高くないとも

いえる．その
ため，根管治

療を評価する
うえで，術後

のX線的な美
しさのみに意

識を向けるの
はあまり意味

がないことは
明白であろう

（Case 1）．

それでは，な
ぜ根管充填は

必要なのだろ
うか．根管

系は非常に複
雑であり 

2, 3），一度感染す
れば無菌には

できないもの
の，前述した

ように根管治
療により細菌

数を減少させ
ることで，根

尖性歯周炎を
治癒に導くこ

とができる 
4, 5）（図2，3）．しかし，

残留した細菌
は空

間と栄養源が
存在すれば再

び増殖する可
能性があるた

め，根管内を
可能な限り充

填することで
，細菌増殖を

不可能にさせ
る配慮が必要

となる 
6）．

また根管系の
封鎖には，根

管充填による
根尖側の封

鎖と，歯冠修
復処置による

歯冠側の封鎖
があり，どち

らのほうが臨
床に及ぼす影

響が大きいか
については，

相反する見解
が示されてい

る 7, 8
）．しかし，根

管充填

後に根管充填
材が口腔内曝

露した場合は
，3日で根尖

孔まで細菌が
漏洩するとい

う報告 
9）や，歯冠側の

封鎖

が破壊される
と，根管内の

環境は一変す
るといった報

告 10）を鑑みる
と，緊密な根

管充填と確実
な歯冠修復

処置はどちら
も重要であり

，根管充填後
は速やかな歯

冠修復処置が
望まれる．

長谷川 智哉　Tomoya Hasegawa　朝日大学歯
学部歯内療法

学
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根管系
の封鎖

根管内細菌の

減少または除
去

具体的な処置
無菌的処置

根管治療の原
理原則

根管充填
歯冠修復処置

機械的拡大
化学的洗浄
根管貼薬

滅菌器具の使
用

隔壁・ラバー
ダム防湿

患歯の清掃・
消毒

仮封

図1　根管治療の
原理原則

　根尖性歯周
炎の予防と治

療を達成する
ための原則と

それに対応す
る処置．根管

充填は「根管
系の封鎖」に

あたる

図2　根管の複雑
性

　 大臼歯のマイ
クロフォーカ

スCT画像．

根管は非常に
複雑な構造を

しており，

根管治療で触
れることがで

きるのは主

根管のみであ
る．そのため

，一度感染

すれば無菌に
はできない

│５の根管治療
の経過

CASE 1

1-3　術後12カ月経過時
のデン

タルX線写真．良好
な根管充填

であるにも関
わらず，治癒

傾

向を示してい
ないことから

，

根尖性歯周炎
は根管充填と

は

無関係に治癒
するか否かが

決

まっている可
能性が考えら

れ

る

1-1　術前のデ
ンタルX線写真 1-2　術後のデ

ンタルX線写真
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側方加圧根管
充填法に必要

な器具・器材
は，メイン

ポイントやア
クセサリーポ

イントとして
のガッタパー

チャポイント
，そしてスプ

レッダーであ
る．本充填法

では，複数本
のガッタパー

チャポイント
を口腔内へ輸

送して使用し
ていくため，

根管充填用ピ
ンセットを用

いると操作性
の向上につな

がる（図1）．さらに，
良

好な充填状態
を得るために

は，メインポ
イントとアク

セサリーポイ
ントの形状や

スプレッダー
の選択が重要

になる．その
ほか，根管充

填用シーラー
，ガッタパー

チャの切断に
用いるヒート

キャリア，切
断面を平坦化

するプラガー
が必要となる

．

1 器材選択

1. メインポイン
ト

メインポイン
トとしてのガ

ッタパーチャ
ポイント

は，ISO規格
と規格化され

ていないもの
ではどちらの

ほうがよいの
かについて，

明確な根拠は
ないとの報告

もある 
1）．筆者らはI

SO規格の02
テーパーのガ

ッタ

パーチャポイ
ントを選択し

ている（図2）．理由とし

ては，04や0
6のような大

きいテーパー
のメインポイ

ントを選択す
ると，初回の

スプレッダー
挿入時に根尖

部付近まで挿
入することが

困難となり，
加圧不足に

なってしまう
からである 

2）（図3，4）．
渡邉 浩章　Hiroaki Watanabe　千葉県・コ

コロ南行徳歯科
クリニック

側方加圧根管
充填法は，学

生時代からよ
く見慣れた充

填法であり，
日常的に行っ

ている術

式の一つであ
ると思われる

．研究的には
，他の充填法

と比較検討す
るための「ゴ

ールドスタ

ンダード」と
して用いられ

ている．本充
填法は，コア

マテリアルと
なるガッタパ

ーチャポイ

ントを“solid 
core”の状態で

充填を行って
いく方法に分

類される．術
式としては，

根管形成を

した終末部分
に適合するメ

インポイント
を根管内に挿

入し，テーパ
ー状のスプレ

ッダーを用

いてアクセサ
リーポイント

を側方方向に
加圧しながら

充填を行って
いく方法であ

る．
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適応となる根管

スプレッダー
が根尖部付近

まで容易に挿
入できるような

根

管があげられ
る．具体的に

は，比較的直
線傾向のある

根管

（Case 1参照）や曲率
半径の大きな（

緩やかな）湾曲
根管

があげられ，日
常臨床におい

て適応範囲は
広い

適応ではない根
管

根尖部付近ま
でスプレッダー

の挿入が困難
な根管と解剖

学

的に特殊な根
管があげられる

．根尖部付近
までスプレッダ

ー

の挿入が困難
な根管としては

，湾曲傾向が
強い根管や，

長

い根管があげら
れる．また，解

剖学的に特殊
な根管としては

，

樋状根や内部
吸収のような形

態があげられ
る．いずれの根

管においても，
加圧の面で不

十分になる可能
性が高い

Clinical Point

アクセサリーポ
イントとスプレ

ッダーの関係
性が重要とな

る

図1　根管充填用
ピンセット

　 歯科用ピンセ
ット（a）と根管充填

用ピンセット
（b：根管充填ピ

ンセット，YDM）では先端
の形状が

異なる．根管
充填用ピンセ

ットの先端に
は溝が付与さ

れており，ポ
イント状のも

のが掴みやす
い

図2　ISO規格の02テーパーの
ガッタパーチ

ャポイ

ント
　 ポイントの先

端径はカラー
コードによっ

て表示

されている．先
端径は，#10～#25において±0.05 

mm，#30～#140において±
0.07 mmまでの誤

差が製品とし
ての許容範囲

とされている

図3　さまざまな
テーパーのガ

ッタパーチャ
ポイント

　 NiTiロータリーフ
ァイルの普及

により，ファ
イル

と同様のサイ
ズのテーパー

の大きな04，06テー

パーのポイン
トも市販され

ている（左より
02テー

パー，04テーパー，06テーパー）．
術者による使

い分けが可能

a

b
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